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A 建設
けんせつ

機械
き か い

施工
せ こ う

の安全
あんぜん

管理
か ん り

、環 境
かんきょう

保全
ほ ぜ ん

、法
ほう

規制
き せ い

 

I 関係法令
かんけいほうれい

----------------------------------------------------------------------------------4 

1 労働安全衛生法
ろうどうあんぜんえいせいほう

--------------------------------------------------------------------4 

2 車両系建設機械
しゃりょうけいけんせつきかい

の点検
てんけん

・整備
せ い び

--------------------------------------------------6 

3 その他
た

の法規制
ほうきせい

--------------------------------------------------------------------7 

II 車両系建設機械
しゃりょうけいけんせつきかい

の移送
い そ う

----------------------------------------------------------------8 

１ 一般的注意事項
いっぱんてきちゅういじこう

-------------------------------------------------------------------8 

２ トレーラ
と れ ー ら

等
など

の積込
つ み こ

み、積降
つ み お

ろし作業
さぎょう

----------------------------------------9 

３ 自走
じ そ う

して移送
い そ う

する場合
ば あ い

---------------------------------------------------------10 

III 周 辺 環 境
しゅうへんかんきょう

への配慮
はいりょ

とは（騒音
そうおん

・振動
しんどう

等
など

）------------------------------------11 

1 対 象
たいしょう

となる作業
さぎょう

と規制
き せ い

基準
きじゅん

--------------------------------------------------11 

2 対策
たいさく

の基本
き ほ ん

-------------------------------------------------------------------------15 

IV 土
つち

と岩
がん

の種類
しゅるい

と性質
せいしつ

------------------------------------------------------------------15 

１ 土
つち

の性質
せいしつ

---------------------------------------------------------------------------15 

２ 岩
がん

の種類
しゅるい

と性質
せいしつ

------------------------------------------------------------------20 

３ 岩盤
がんばん

の性質
せいしつ

------------------------------------------------------------------------21 

４ 土
つち

と岩
がん

の変化
へ ん か

---------------------------------------------------------------------22 

５ 土
つち

、岩
がん

の締固
しめかた

め------------------------------------------------------------------24 
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６  岩石
がんせき

の爆砕後
ばくさいご

の上
うえ

を建設機械
けんせつきかい

が通過
つ う か

したり 障害物
しょうがいぶつ

を乗
の

り越
こ

える時
とき

の

注意事項
ちゅういじこう

-
ー

--------------------------------------------------------------------------25 

 

参考
さんこう

１   掘削
くっさく

の各作業
かくさぎょう

に適
てき

した建設
けんせつ

機械
き か い

-----------------------------------26 

参考
さんこう

２   掘削
くっさく

機械
き か い

と土砂
ど し ゃ

運搬
うんぱん

距離
き ょ り

の関係
かんけい

-----------------------------------27 

参考
さんこう

３   土
ど

砂
しゃ

の 標
ひょう

準
じゅん

質
しつ

量
りょう

表
ひょう

-----------------------------------------------27 

参考
さんこう

４－１ Ｎ
えぬ

値
ち

と作
さ

業
ぎょう

性
せい

----------------------------------------------------------28 

参考
さんこう

４－２ Ｎ
えぬ

値
ち

と作
さ

業
ぎょう

性
せい

----------------------------------------------------------29 

参考
さんこう

５   建設
けんせつ

機械
き か い

の走行
そうこう

に必要
ひつよう

なコーン
こ ー ん

指数
し す う

-----------------------------29 

参考
さんこう

６   地山
ぢ や ま

弾性波
だんせいは

速度
そ く ど

とリッパ
り っ ぱ

装置付
そうちつき

ブルドーザ
ぶ る ど ー ざ

の規格
き か く

 

      及
およ

びリッパ
り っ ぱ

の爪
つめ

数
すう

-----------------------------------------------------30 
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ＡＡＡＡ建設建設建設建設
け ん せ つ

機械機械機械機械
き か い

施工施工施工施工
せ こ う

のののの安全安全安全安全
あ ん ぜ ん

管理管理管理管理
か ん り

、、、、環境環境環境環境
かんきょう

保全保全保全保全
ほ ぜ ん

、、、、法法法法
ほ う

規制規制規制規制
き せ い

    

ⅠⅠⅠⅠ関係関係関係関係
かんけい

法令法令法令法令
ほうれい

    

  １１１１労働労働労働労働
ろうどう

安全安全安全安全
あんぜん

衛生法衛生法衛生法衛生法
えいせいほう

    

            ①①①①目的目的目的目的
もくてき

    

     この法
ほう

律
りつ

は労
ろう

働
どう

基
き

準
じゅん

法
ほう

（ 昭
しょう

和
わ

２２年
ねん

法
ほう

律
りつ

第
だい

４９号
ごう

）と相
あい

まって、労
ろう

働
どう

災
さい

害
がい

の

防
ぼう

止
し

のための危
き

害
がい

防
ぼう

止
し

基
き

準
じゅん

の確
かく

立
りつ

、責
せき

任
にん

体
たい

制
せい

の明
めい

確
かく

化
か

及
およ

び自
じ

主
しゅ

的
てき

活
かつ

動
どう

の促
そく

進
しん

の

措
そ

置
ち

を講
こう

ずる等
など

、その防
ぼう

止
し

に関
かん

する総
そう

合
ごう

的
てき

計
けい

画
かく

的
てき

な対
たい

策
さく

を推
すい

進
しん

することにより、

労
ろう

働
どう

者
しゃ

の安
あん

全
ぜん

と健
けん

康
こう

を確
かく

保
ほ

するとともに、快
かい

適
てき

な職場
しょくば

環
かん

境
きょう

の形
けい

成
せい

を、促
そく

進
しん

する

ことを目
もく

的
てき

としています。 

  ②②②②定義定義定義定義
て い ぎ

    

            ⅰⅰⅰⅰ労働労働労働労働
ろうどう

災害災害災害災害
さいがい

    

     労
ろう

働
どう

者
しゃ

の 就
しゅう

業
ぎょう

に 係
かかわ

る建
けん

設
せつ

物
ぶつ

、設
せつ

備
び

、原
げん

材
ざい

料
りょう

、ガ
が

ス
す

、 蒸
じょう

気
き

、粉
ふん

じん 

                等
など

により、又
また

は作業
さぎょう

行動
こうどう

その他
た

業務
ぎょうむ

に起因
き い ん

して、労働者
ろうどうしゃ

が負傷
ふしょう

し、疾病
しっぺい

にかか

り、又
また

は死亡
し ぼ う

することをいいます。 

   ⅱⅱⅱⅱ労働者労働者労働者労働者
ろうどうしゃ

    

              職
しょく

業
ぎょう

の種
しゅ

類
るい

を問
と

わず、事
じ

業
ぎょう

又
また

は事
じ

務
む

所
しょ

に使
し

用
よう

される人
ひと

で、賃
ちん

金
ぎん

を支
し

払
はら

われ

る人
ひと

のことです。 

            ⅲⅲⅲⅲ事事事事
じ

業業業業
ぎょう

者者者者
しゃ

 

              事
じ

業
ぎょう

を 行
おこな

う人
ひと

で、労
ろう

働
どう

者
しゃ

を使
し

用
よう

する人
ひと

を意味
い み

します。 



（専門級 改訂１） 

5/32 

(社)日本建設機械化協会 

③③③③労働者労働者労働者労働者
ろうどうしゃ

のののの責務責務責務責務
せ き む

 

                労労労労
ろう

働働働働
どう

者者者者
しゃ

はははは、、、、労労労労
ろう

働働働働
どう

災災災災
さい

害害害害
がい

をををを防防防防
ぼう

止止止止
し

するためするためするためするため必必必必
ひつ

要要要要
よう

なななな事事事事
じ

項項項項
こう

をををを守守守守
まも

るほかるほかるほかるほか、、、、事事事事
じ

業業業業
ぎょう

者者者者
しゃ

、、、、そのそのそのその他他他他
た

のののの

関関関関
かん

係係係係
けい

者者者者
しゃ

がががが実実実実
じっ

施施施施
し

するするするする、、、、労労労労
ろう

働働働働
どう

災災災災
さい

害害害害
がい

のののの防防防防
ぼう

止止止止
し

にににに関関関関
かん

するするするする措措措措
そ

置置置置
ち

にににに、、、、 協協協協
きょう

力力力力
りょく

するようにするようにするようにするように努努努努
つと

めなけめなけめなけめなけ

ればなりませんればなりませんればなりませんればなりません。。。。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④④④④労働労働労働労働
ろうどう

安全安全安全安全
あんぜん

衛生衛生衛生衛生
えいせい

等等等等
など

のののの構成構成構成構成
こうせい

    

            

労働労働労働労働
ろうどう

安全安全安全安全
あんぜん

衛生衛生衛生衛生
えいせい

規則規則規則規則
き そ く

    

    

労働労働労働労働
ろうどう

安全安全安全安全
あんぜん

衛生法衛生法衛生法衛生法
えいせいほう

    

    

    

労働労働労働労働
ろうどう

安全安全安全安全
あんぜん

衛生衛生衛生衛生
えいせい

施行令施行令施行令施行令
しこうれい

    

            

酸素酸素酸素酸素
さ ん そ

欠乏症欠乏症欠乏症欠乏症
けつぼうしょう

等等等等
とう

防止防止防止防止
ぼ う し

規則規則規則規則
き そ く

    

    

粉粉粉粉
ふん

じんじんじんじん障 害障 害障 害障 害
しょうがい

防止防止防止防止
ぼ う し

規則規則規則規則
き そ く

    

    

 

    

    

    

    

    
高気圧高気圧高気圧高気圧
こうきあつ

作業作業作業作業
さぎょう

安全安全安全安全
あんぜん

衛生衛生衛生衛生
えいせい

規則規則規則規則
き そ く
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２２２２車 両車 両車 両車 両
しゃりょう

系系系系
けい

建設建設建設建設
けんせつ

機械機械機械機械
き か い

のののの点検点検点検点検
てんけん

・・・・整備整備整備整備
せ い び

        

    建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

を安
あん

全
ぜん

に効
こう

率
りつ

よく使
し

用
よう

するためにはきちんと整
せい

備
び

した建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

を使
し

用
よう

するこ

とが大切
たいせつ

です。 労働
ろうどう

安全
あんぜん

衛生法
えいせいほう

では、作業
さぎょう

開始前
かいしまえ

の点検
てんけん

、定期
て い き

自主
じ し ゅ

検査
け ん さ

（月
つき

１回
かい

）、

特定
とくてい

自主
じ し ゅ

検査
け ん さ

（年
ねん

１回
かい

）点検
てんけん

及
およ

び検査
け ん さ

を 行
おこな

うよう、定
さだ

められています。 特
とく

に作業前
さぎょうまえ

には、そのそのそのその日日日日
ひ

のののの作業作業作業作業
さぎょう

にににに使使使使
つか

うううう機機機機
き

械械械械
かい

はははは作業作業作業作業
さぎょう

開始前開始前開始前開始前
かいしまえ

点検点検点検点検
てんけん

でででで異常異常異常異常
いじょう

がないことをがないことをがないことをがないことを確認確認確認確認
かくにん

したしたしたした後後後後
あと

でなでなでなでな

ければければければければ使用使用使用使用
し よ う

してはなりませんしてはなりませんしてはなりませんしてはなりません。。。。もしもしもしもし異常異常異常異常
いじょう

があればがあればがあればがあれば上司上司上司上司
じょうし

にににに報告報告報告報告
ほうこく

しししし修理修理修理修理
しゅうり

をしますをしますをしますをします。。。。    

またまたまたまた、、、、作業中作業中作業中作業中
さぎょうちゅう

ににににエンジンエンジンエンジンエンジン
え ん じ ん

がががが停止停止停止停止
て い し

したしたしたした場合場合場合場合
ば あ い

はははは、、、、作業作業作業作業
さぎょう

装置装置装置装置
そ う ち

をををを地面地面地面地面
じ め ん

にににに確実確実確実確実
かくじつ

におろしにおろしにおろしにおろし、、、、各各各各
かく

レバーレバーレバーレバー
れ ば ー

をををを中 立中 立中 立中 立
ちゅうりつ

にしてからにしてからにしてからにしてから、、、、エンジンエンジンエンジンエンジン
え ん じ ん

をかけなおしますをかけなおしますをかけなおしますをかけなおします。。。。又又又又
また

、、、、故故故故障障障障
こしょう

したしたしたした場合場合場合場合
ば あ い

はすぐはすぐはすぐはすぐにににに修理修理修理修理
しゅうり

をすをすをすをす

るるるる事事事事
こと

がががが法律法律法律法律
ほうりつ

でででで定定定定
さだ

められていますめられていますめられていますめられています。。。。    

各種
かくしゅ

検査
け ん さ

事項
じ こ う

については 表
ひょう

の通
とお

りです。 
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３３３３そのそのそのその他他他他
た

のののの法法法法
ほう

規制規制規制規制
き せ い

    

            車 両
しゃりょう

系
けい

建設
けんせつ

機械
き か い

を輸送
ゆ そ う

（移送
い そ う

）する場合
ば あ い

は下記
か き

の法律
ほうりつ

を遵 守
じゅんしゅ

しなければなりま

せん。 

   工事現場工事現場工事現場工事現場
こ う じ げ ん ば

等等等等
など

ではではではでは数値的数値的数値的数値的
すうちてき

なななな規制規制規制規制
き せ い

はされていませんがはされていませんがはされていませんがはされていませんが、、、、 状 況状 況状 況状 況
じょうきょう

にににに合合合合
あ

わせてわせてわせてわせて自主的自主的自主的自主的
じしゅてき

にににに

安全安全安全安全
あんぜん

なななな制限速度制限速度制限速度制限速度
せいげんそくど

をををを決決決決
き

めていますめていますめていますめています。。。。    

    

点検
てんけん

検査
け ん さ

区分
く ぶ ん

 条文
じょうぶん

 実施
じ っ し

する人
ひと

・資格
し か く

 検査表
けんさひょう

等
など

の保管
ほ か ん

期間
き か ん

 

作業
さぎょう

開始前
か い しま え

点検
てんけん

 労働
ろうどう

安全
あんぜん

衛生
えいせい

規則
き そ く

 

第
だい

１７０条
じょう

 

第
だい

１７１条
じょう

 

運転者
うんてんしゃ

 ※特
とく

に制限
せいげん

なし 

 

定期
て い き

自主
じ し ゅ

検査
け ん さ

 

       

（月
つき

１回
かい

） 

労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

規
き

則
そく

 

第
だい

１６８条
じょう

 

第
だい

１６９条
じょう

 

第
だい

１７１条
じょう

 

事業者
じぎょうしゃ

（安全
あんぜん

管理者
か ん りし ゃ

）

が指名
し め い

する人
ひと

 

検査表検査表検査表検査表
けんさひょう

をををを３３３３年間年間年間年間
ねんかん

    

特定特定特定特定
とくてい

自主自主自主自主
じ し ゅ

検査検査検査検査
け ん さ

    

 

（年
ねん

１回
かい

）  

労働
ろうどう

安全
あんぜん

衛生
えいせい

規則
き そ く

 

第
だい

１６７条
じょう

 

第
だい

１６９条
じょう

 

第
だい

１６９条
じょう

の２ 

第
だい

１７１条
じょう

 

事業内
じぎょうない

検査者
け ん さし ゃ

 

（有
ゆう

資格者
し か くし ゃ

） 

検査
け ん さ

業者
ぎょうしゃ

検査者
け ん さし ゃ

 

検査表検査表検査表検査表
けんさひょう

をををを３３３３年間年間年間年間
ねんかん

    

（検査済
け ん さす み

標 章
ひょうしょう

貼付
ちょうふ

） 
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 ①①①①道路道路道路道路
ど う ろ

交通法交通法交通法交通法
こうつうほう

    

ⅰ）運
うん

転
てん

時
じ

には大
おお

型
がた

免
めん

許
きょ

、小
こ

型
がた

・大
おお

型
がた

特
とく

殊
しゅ

運
うん

転
てん

免
めん

許
きょ

、牽引
けんいん

免許
めんきょ

等
など

の取得
しゅとく

が必要
ひつよう

です。  

ⅱ）道路
ど う ろ

運送
うんそう

車両法
しゃりょうほう

、車 両
しゃりょう

制限令
せいげんれい

 

ⅰ・普通
ふ つ う

車 両
しゃりょう

、幅
はば

（2.5ｍ）、高
たか

さ（3.8ｍ）、長
なが

さ（12.0ｍ）重 量
じゅうりょう

（20TON）以内
い な い

 

ⅱ・カタピラ
か た ぴ ら

（クローラ
く ろ ー ら

、キャタピラ
き ゃ た ぴ ら

）を有
ゆう

する自
じ

動
どう

車
しゃ

・・舗装
ほ そ う

道路
ど う ろ

を走
はし

ってはい

けません。 

例
れい

として 

 

 
一般
いっぱん

道路
ど う ろ

の通行
つうこう

 高速
こうそく

自動車
じどうしゃ

国道
こくどう

の場合
ば あ い

の通行
つうこう

 

長
なが

さ 12.0ｍ以下
い か

 16.5ｍ以
い

下
か

 

総 重 量
そうじゅうりょう

 27TON以下
い か

 36TON以下
い か

 

最遠軸
さいえんじく

距離
き ょ り

 
10.0ｍ 15.5ｍ 

   制限
せいげん

超過
ちょうか

の場合
ば あ い

は 出
しゅっ

発地
ぱ つ ち

を管轄
かんかつ

する、警察
けいさつ

署 長
しょちょう

の制限外
せいげんがい

許可
き ょ か

又
また

は、公安
こうあん

委員会
いいんかい

の

許可
き ょ か

が必要
ひつよう

です。 

    

ⅡⅡⅡⅡ車両車両車両車両
しゃりょう

系系系系
けい

建設建設建設建設
けんせつ

機械機械機械機械
き か い

のののの移送移送移送移送
い そ う

                                 

トレーラ
と れ ー ら

などへ建設
けんせつ

機械
き か い

を積込
つ み こ

みまたは積
つみ

降
お

ろしをする場合
ば あ い

には、次
つぎ

のことに

注意
ちゅうい

します。 

   １１１１一般的一般的一般的一般的
いっぱんてき

注意注意注意注意
ちゅうい

事項事項事項事項
じ こ う

    

①建設
けんせつ

機械
き か い

移送
い そ う

専用
せんよう

の車 両
しゃりょう

を使用
し よ う

します。                
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②積
つみ

込
こ

み・積
つみ

降
お

ろしは、作業
さぎょう

指揮
し き

者
しゃ

を定
さだ

め、その人
ひと

の指揮
し き

のもとで 行
おこな

います。 

③平坦
へいたん

で硬
かた

い地盤
じ ば ん

で作業
さぎょう

をします。 

④移送
い そ う

車 両
しゃりょう

には 駐
ちゅう

車
しゃ

ブレーキ
ぶ れ ー き

をかけ、歯止
は ど

めをします。 

⑤車 両
しゃりょう

等
など

の荷台
に だ い

にかける登坂
と は ん

用具
よ う ぐ

（道板
みちいた

）は、爪付
つめつき

の登坂
と は ん

用具
よ う ぐ

を使用
し よ う

します。 

   ⑥盛土
も り ど

の場合
ば あ い

、 

１）盛
もり

土
ど

の幅
はば

は 十
じゅう

分
ぶん

な広
ひろ

さとします。 

    ２）盛
もり

土
ど

の勾配
こうばい

は、できるだけゆるやかにします。 

    ３）盛
もり

土
ど

は特
とく

に法
のり

肩
かた

の崩壊
ほうかい

防止
ぼ う し

に注意
ちゅうい

します。 

    ４）盛
もり

土
ど

の高
たか

さは、トレーラ
と れ ー ら

の荷台
に だ い

の高
たか

さと同一
どういつ

の高
たか

さにします。 

２２２２トトトト
と

レレレレ
れ

ーーーー
ー

ララララ
ら

等等等等
など

へのへのへのへの積積積積
つみ

込込込込
こ

みみみみ、、、、積積積積
つみ

降降降降
お

ろしろしろしろし作作作作
さ

業業業業
ぎょう

    

    登坂
と は ん

用
よう

具
ぐ

を使
し

用
よう

して積
つみ

込
こ

み、積
つみ

降
お

ろしを 行
おこな

う場
ば

合
あい

は、次
つぎ

の様
よう

に 行
おこな

います。 

①積
つみ

込
こ

み作
さ

業
ぎょう

の方
ほう

法
ほう

、手
て

順
じゅん

等
など

について、全
ぜん

員
いん

で打
うち

合
あ

わせを 行
おこな

います。 

②積
つみ

込
こ

み機
き

械
かい

のク
く

ラ
ら

ッ
っ

チ
ち

、ブ
ぶ

レ
れ

ー
ー

キ
き

等
など

の点
てん

検
けん

及
およ

び使
し

用
よう

機
き

械
かい

のチ
ち

エ
え

ッ
っ

ク
く

をします。 

③トレーラ
と れ ー ら

等
など

を積込
つ み こ

み位置
い ち

に停止
て い し

させ、ブレーキ
ぶ れ ー き

を掛
か

け、タイヤ
た い や

に歯止
は ど

めをしま

す。（地盤
じ ば ん

の水平
すいへい

に注意
ちゅうい

します） 

④登坂登坂登坂登坂
と は ん

用具用具用具用具
よ う ぐ

がががが外外外外
はず

れないようれないようれないようれないよう確実確実確実確実
かくじつ

にににに荷台荷台荷台荷台
に だ い

にににに掛掛掛掛
か

けけけけ、、、、またまたまたまた、、、、登坂登坂登坂登坂
と は ん

角度角度角度角度
か く ど

をををを１５１５１５１５度度度度
ど

以下以下以下以下
い か

にしにしにしにし

ますますますます。。。。    
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⑤車 両
しゃりょう

荷台
に だ い

と積込
つ み こ

む建設
けんせつ

機械
き か い

の中 心
ちゅうしん

線
せん

、及
およ

び登坂
と は ん

用具
よ う ぐ

とクローラ
く ろ ー ら

（タイヤ
た い や

）の

中 心
ちゅうしん

線
せん

が一致
い っ ち

するように配置
は い ち

します。 

⑥積込
つ み こ

み時
じ

は、周囲
しゅうい

に人
ひと

がいないことを確認
かくにん

し、立入禁止
たちいりきんし

措置
そ ち

をします。 

⑦誘導者
ゆうどうしゃ

の合図
あ い ず

に 従
したが

って低速
ていそく

で走行
そうこう

します。登坂
と は ん

用具
よ う ぐ

の１ｍ程度
て い ど

手前
て ま え

で一旦
いったん

停止
て い し

し、⑤の項
こう

を再確認
さいかくにん

します。 

⑧登坂
と は ん

用具
よ う ぐ

を登
のぼ

る途中
とちゅう

では、操
そう

向
こう

を切
き

らず、一
いっ

気
き

に低速
ていそく

で登
のぼ

ります。（操
そう

向
こう

を切
き

る

必要
ひつよう

が起
お

こったときは、一
いっ

旦
たん

地
ち

上
じょう

に降
お

りて方
ほう

向
こう

をなおします。） 

⑨登
と

坂
はん

用
よう

具
ぐ

を登
のぼ

りつめたところで、クローラ
く ろ ー ら

（タイヤ
た い や

）の前部
ぜ ん ぶ

が浮
う

いて荷
に

台
だい

に着
ちゃく

地
ち

するとき、荷台
に だ い

が横
よこ

揺
ゆれ

れを起
お

こしやすいので、静
しず

かに 着
ちゃく

地
ち

するよう 注
ちゅう

意
い

し

て運
うん

転
てん

します。 

⑩トレーラ
と れ ー ら

の荷台幅
にだいはば

より積
つみ

込
こ

み機械
き か い

がはみだしていないか、確認
かくにん

します。 

⑪荷
に

台
だい

の所
しょ

定
てい

位
い

置
ち

で停
てい

止
し

しブ
ぶ

レ
れ

ー
ー

キ
き

をかけロ
ろ

ッ
っ

ク
く

します。 

⑫油
ゆ

圧
あつ

シ
し

ョ
ょ

ベ
べ

ル
る

系
けい

建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

を荷
に

台
だい

上
じょう

で旋
せん

回
かい

させるときは、周
しゅう

囲
い

の安
あん

全
ぜん

を確
かく

認
にん

し、

旋
せん

回
かい

によって荷
に

台
だい

が 傾
かたむ

き、油
ゆ

圧
あつ

シ
し

ョ
ょ

ベ
べ

ル
る

等
など

が滑
すべ

り落
お

ちないよう、荷
に

台
だい

に 傾
かたむ

き防
ぼう

止
し

措
そ

置
ち

をします。また、旋
せん

回
かい

後
ご

は旋
せん

回
かい

ロ
ろ

ッ
っ

ク
く

をかけエ
え

ン
ん

ジ
じ

ン
ん

を停
てい

止
し

します。 

 ３３３３自自自自
じ

走走走走
そう

してしてしてして移移移移
い

送送送送
そう

するするするする場場場場
ば

合合合合
あい

    

     車
しゃ

両
りょう

系
けい

建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

を自
じ

走
そう

で移
い

送
そう

する場
ば

合
あい

には特
とく

に、次
つぎ

のことに注意
ちゅうい

します。 

①軟 弱
なんじゃく

路面
ろ め ん

を走行
そうこう

するときや、無人
む じ ん

の踏
ふみ

切
きり

や道路
ど う ろ

の幅
はば

が狭
せま

い箇所
か し ょ

を通過
つ う か

しなけれ

ばならない場合
ば あ い

は誘導員
ゆうどういん

の指示
し じ

に 従
したが

って走行
そうこう

します。 
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②油圧
ゆ あ つ

ショベル
し ょ べ る

系
けい

建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

では、鉄
てつ

道
どう

架
か

線
せん

や電
でん

線
せん

あるいは橋
はし

桁
げた

等
など

の下
した

を通
つう

過
か

すると

きは、ブ
ぶ

ー
ー

ム
む

の先
せん

端
たん

が触
ふ

れないか等
など

、隔
かく

離
り

距
きょ

離
り

を 十
じゅう

分
ぶん

に確
たし

かめます。 

 

ⅢⅢⅢⅢ周辺周辺周辺周辺
しゅうへん

環境環境環境環境
かんきょう

へのへのへのへの配慮配慮配慮配慮
はいりょ

とはとはとはとは（（（（騒音騒音騒音騒音
そうおん

・・・・振動振動振動振動
しんどう

等等等等
など

））））    

工事
こ う じ

の施工
せ こ う

に当
あ

り、関係者
かんけいしゃ

以外
い が い

の第三者
だいさんしゃ

（以下
い か

「公 衆
こうしゅう

」という）に対
たい

する生命
せいめい

、及
およ

び

財産
ざいさん

に関
かん

する危害
き が い

並
なら

びに迷惑
めいわく

（以下
い か

「公 衆
こうしゅう

公害
こうがい

」という）を防止
ぼ う し

するために必要
ひつよう

な計画
けいかく

・

設計
せっけい

及
およ

び施工
せ こ う

の基準
きじゅん

を示
しめ

して工事
こ う じ

の安全
あんぜん

な施工
せ こ う

の確保
か く ほ

することを目的
もくてき

としています。 

公 衆
こうしゅう

公害
こうがい

とは、公 衆
こうしゅう

の生命
せいめい

、身体
しんたい

・財産
ざいさん

、に対
たい

する危害
き が い

並
なら

びに迷惑
めいわく

をいいます。黒煙
こくえん

、

一酸化炭素
い っ さん かた ん そ

、窒素
ち っ そ

酸化物
さんかぶつ

等
など

は地球上
ちきゅうじょう

の環 境
かんきょう

破壊
は か い

の原因
げんいん

となっています。 

現在
げんざい

国土
こ く ど

交通省
こうつうしょう

では「排
はい

ガス
が す

対策型
たいさくがた

建設
けんせつ

機械
き か い

」の普及
ふきゅう

を推進
すいしん

しています。 

建設
けんせつ

工事
こ う じ

の施工
せ こ う

計画
けいかく

を作
つく

る時
とき

には、自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

の保
ほ

全
ぜん

（植 生
しょくせい

の保護
ほ ご

、生
せい

態
たい

系
けい

の維
い

持
じ

等
など

）

や、騒
そう

音
おん

・振
しん

動
どう

等
など

の公
こう

害
がい

対
たい

策
さく

など環
かん

境
きょう

への影
えい

響
きょう

を多
た

方
ほう

面
めん

から検
けん

討
とう

しなければなりませ

ん。 

 

１１１１対 象対 象対 象対 象
たいしょう

となるとなるとなるとなる作業作業作業作業
さぎょう

とととと規制規制規制規制
き せ い

基準基準基準基準
きじゅん

    

    騒騒騒騒
そう

音音音音
おん

規規規規
き

制制制制
せい

法法法法
ほう

・・・・振振振振
しん

動動動動
どう

規規規規
き

制制制制
せい

法法法法
ほう

では、生活
せいかつ

環 境
かんきょう

を保全
ほ ぜ ん

し、国民
こくみん

の健康
けんこう

を保護
ほ ご

するために、

建設
けんせつ

工事
こ う じ

の施工
せ こ う

等
など

に 伴
ともな

って発生
はっせい

する相
そう

当
とう

範
はん

囲
い

の騒
そう

音
おん

・振
しん

動
どう

の許
きょ

容
よう

限
げん

度
ど

を規
き

制
せい

基
き

準
じゅん

とし

て定
さだ

めており、事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

には、届
とどけ

出
で

の義
ぎ

務
む

などが課
か

されています。（当
とう

該
がい

特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

の開
かい

始
し

の７日
か

前
まえ

までに市
し

町
ちょう

村
そん

長
ちょう

に 届
とどけ

出
で

）建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

に関
かん

しては、作
さ

業
ぎょう

によって 著
いちじる

し

い騒
そう

音
おん

・振
しん

動
どう

を発
はっ

生
せい

させる作
さ

業
ぎょう

が「特定特定特定特定
とくてい

建設建設建設建設
けんせつ

作業作業作業作業
さぎょう

」」」」として指
し

定
てい

され、作
さ

業
ぎょう

が２日
か

以
い

上
じょう
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にわたる場
ば

合
あい

が法
ほう

律
りつ

による規制
き せ い

の対 象
たいしょう

となっています。    

又
また

、住 居
じゅうきょ

の 集
しゅう

合
ごう

する地
ち

域
いき

、 病
びょう

院
いん

又
また

は学
がっ

校
こう

の 周
しゅう

辺
へん

地
ち

域
いき

、その他
た

地
ち

域
いき

が「「「「規規規規
き

制制制制
せい

地地地地
ち

域域域域
いき

」」」」

として都道府県
と ど う ふ け ん

により指定
し て い

されています。 

騒
そう

音
おん

に関
かん

する特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

は９種類
しゅるい

、又
また

、振
しん

動
どう

に関
かん

する作
さ

業
ぎょう

は４種類
しゅるい

あります。 

それらの作
さ

業
ぎょう

に用
もち

いられる建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

等
など

は次
つぎ

の通
とお

りです。 

同 表
どうひょう

には、騒音
そうおん

・振動
しんどう

に関
かん

する敷地
し き ち

の境 界
きょうかい

線
せん

における規
き

制
せい

基
き

準
じゅん

値
ち

も併
あわ

せて 表
ひょう

示
じ

し

てあります。但
ただ

し、都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

によっては特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

以
い

外
がい

についても 条
じょう

例
れい

などで独
どく

自
じ

の

基
き

準
じゅん

を定
さだ

めている場
ば

合
あい

がありますので注意
ちゅうい

する必要
ひつよう

があります。 

特定特定特定特定
とくてい

建設建設建設建設
けんせつ

作業作業作業作業
さぎょう

のののの対 象対 象対 象対 象
たいしょう

となるとなるとなるとなる建設建設建設建設
けんせつ

機械機械機械機械
き か い

等等等等
など

とととと規制規制規制規制
き せ い

基準値基準値基準値基準値
きじゅんち

    

区分区分区分区分
く ぶ ん

    特定特定特定特定
とくてい

建設建設建設建設
けんせつ

作業作業作業作業
さぎょう

のののの対 象対 象対 象対 象
たいしょう

となるとなるとなるとなる使用使用使用使用
し よ う

建設建設建設建設
けんせつ

機械機械機械機械
き か い

等等等等
など

    規制規制規制規制
き せ い

基準値基準値基準値基準値
きじゅんち

    

    

    

    

    

    

    

    

騒
そう

音
おん

 

 

① くい打
う

ち機
き

（もんけんを除
のぞ

く）くい抜
ぬ

き機
き

、くい打
う

ちくい抜
ぬき

機
き

（圧
あつ

入
にゅう

式
しき

を除
のぞ

く）（ア
あ

ー
ー

ス
す

オ
お

ー
ー

ガ
が

併
へい

用
よう

機
き

を除
のぞ

く） 

② びょう打
うち

機
き

  ③ さく岩
がん

機
き

 

④ 空気
く う き

圧
あっ

縮
しゅく

機
き

（出
しゅつ

力
りょく

１５ｋｗ以上
いじょう

の電
でん

動
どう

機
き

以
い

外
がい

の原
げん

動
どう

機
き

を使
し

用
よう

） 

⑤ コンクリートプラント
こ ん く り ー と ぷ ら ん と

（練混
ねりまぜ

容 量
ようりょう

が 0.45㎥以上
いじょう

） 

⑥ アスファルトプラント
あ す ふ ぁ る と ぷ ら ん と

（練混
ねりまぜ

重 量
じゅうりょう

が 200ｋｇ以上
いじょう

） 

な ⑦ バックホウ
ば っ く ほ う

（定格
ていかく

出 力
しゅつりょく

８０ｋｗ以上
いじょう

） 

⑧ トラクタショベル
と ら く た し ょ べ る

（定格
ていかく

出 力
しゅつりょく

７０ｋｗ以上
いじょう

） 

    

    

    

    

    

    

    

    

85dB85dB85dB85dB    
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⑨ ブルドーザ
ぶ る ど ー ざ

（定格
ていかく

出 力
しゅつりょく

４０ｋｗ以上
いじょう

） 

区分区分区分区分
く ぶ ん

    特定特定特定特定
とくてい

建設建設建設建設
けんせつ

作業作業作業作業
さぎょう

のののの対 象対 象対 象対 象
たいしょう

となるとなるとなるとなる使用使用使用使用
し よ う

建設建設建設建設
けんせつ

機械機械機械機械
き か い

等等等等
など

    規制規制規制規制
き せ い

基準値基準値基準値基準値
きじゅんち

    

 

 

 

 

振動
しんどう

 

① くい打機
う ち き

（もんけん及
およ

び圧入式
あつにゅうしき

を除
のぞ

く）、くい抜
ぬ

き機
き

（油
ゆ

圧
あつ

式
しき

を除
のぞ

く）又
また

はくい打
う

ち、くい抜
ぬ

き機
き

（圧
あつ

入
にゅう

式
しき

を除
のぞ

く） 

② 鋼 球
こうきゅう

（破壊用
はかいよう

） 

③ 舗
ほ

装
そう

板
ばん

破
は

砕
さい

機
き

    

④ ブ
ぶ

レ
れ

ー
ー

カ
か

（手
て

持
も

ち式
しき

を除
のぞ

く） 

 

 

 

 

75dB 

    

特定特定特定特定
とくてい

建設建設建設建設
けんせつ

作業作業作業作業
さぎょう

・・・・・・・・・・・・建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

として 行
おこな

われる作
さ

業
ぎょう

のうち 著
いちじる

しい騒
そう

音
おん

･振
しん

動
どう

を発
はっ

生
せい

さ

せる作
さ

業
ぎょう

で政
せい

令
れい

で定
さだ

めるものをいいます。 

騒音
そうおん

規制法
きせいほう

施行令
しこうれい

では、当
とう

該
がい

機
き

械
かい

から１０ｍ離
はな

れた地
ち

点
てん

における騒
そう

音
おん

が８０デ
で

シ
し

ベ
べ

ル
る

を超
こ

えない機
き

械
かい

として低騒音型
ていそうおんがた

建設
けんせつ

機械
き か い

が指定
し て い

されています。特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

に

伴
ともな

って発
はっ

生
せい

する騒
そう

音
おん

の規
き

制
せい

に関
かん

する基
き

準
じゅん

として作業
さぎょう

の場所
ば し ょ

の敷地
し き ち

境 界
きょうかい

線
せん

において

８５デシベル
で し べ る

を超
こ

えないことと規制
き せ い

されています。病 院病 院病 院病 院
びょういん

、、、、学校等学校等学校等学校等
がっこうなど

のののの公共施設公共施設公共施設公共施設
こうきょうしせつ

ではではではでは

騒音騒音騒音騒音
そうおん

にににに注意注意注意注意
ちゅうい

しながらしながらしながらしながら、、、、走行走行走行走行
そうこう

やややや作業作業作業作業
さぎょう

ををををしなければなりませんしなければなりませんしなければなりませんしなければなりません。。。。 

  国土
こ く ど

交通省
こうつうしょう

では、「低騒音型
ていそうおんがた

・低振動型
ていしんどうがた

建設
けんせつ

機械
き か い

の指
し

定
てい

に関
かん

する規
き

定
てい

」に基
もと

づき、機種
き し ゅ

ごとに騒音
そうおん

基準値
きじゅんち

あるいは振
しん

動
どう

基
き

準
じゅん

値
ち

を定
さだ

め 騒
そう

音
おん

、振
しん

動
どう

の低
てい

減
げん

が図
はか

られ基
き

準
じゅん

を

満
み

たした建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

を「低
てい

騒
そう

音
おん

型
がた

建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

」あるいは「低
てい

振
しん

動
どう

型
がた

建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

」として指
し

定
てい

しています。    
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騒
そう

音
おん

・振
しん

動
どう

に関
かん

する規
き

制
せい

基
き

準
じゅん

 

規制値
き せ い ち

 区域
く い き

 作業
さぎょう

禁止
き ん し

時間帯
じ か んた い

 

１日
にち

の 

作
さ

業
ぎょう

時
じ

間
かん

 

作業
さぎょう

期間
き か ん

 作業
さぎょう

禁止日
き ん し び

 

１号
ごう

区
く

域
いき

 

午後
ご ご

7時
じ

～午前
ご ぜ ん

7時
じ

 1日
にち

10時
じ

間
かん

以
い

下
か

 
騒音
そうおん

85 d B
でしべる

 

 

振動
しんどう

75 d B
でしべる

 
２号

ごう

区
く

域
いき

 

午後
ご ご

10時
じ

～午前
ご ぜ ん

6時
じ

 1日
にち

14時
じ

間
かん

以
い

下
か

 

同
どう

一
いつ

場
ば

所
しょ

で

連
れん

続
ぞく

６日
か

間
かん

以
い

下
か

 

日
にち

曜
よう

日
び

・その

他
た

の休
きゅう

日
じつ

 

１号
  ごう

区域
く い き

：特
とく

に静穏
せいおん

の保持
ほ じ

が必要
ひつよう

な区域
く い き

（住 居
じゅうきょ

区域
く い き

、学校
がっこう

・病 院
びょういん

・図書館
としょかん

周 辺
しゅうへん

等
など

） 

２ 号
   ごう

区域
く い き

：１号
  ごう

区域
く い き

以外
い が い

の区域
く い き
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２２２２対策対策対策対策
たいさく

のののの基本基本基本基本
き ほ ん

  

  振
しん

動
どう

・騒
そう

音
おん

に関
かん

する公
こう

害
がい

防
ぼう

止
し

対
たい

策
さく

の基
き

本
ほん

は、大
たい

別
べつ

しますと以
い

下
か

のようになります 

（１）発
はっ

生
せい

源
げん

に対
たい

する対
たい

策
さく

（（（（発生源発生源発生源発生源
はっせいげん

対策対策対策対策
たいさく

））））    

  騒音
そうおん

･振動
しんどう

の発生
はっせい

が少
すく

ない建設
けんせつ

機械
き か い

を使用
し よ う

する方法
ほうほう

     

（２）距離
き ょ り

減衰
げんすい

による対策
たいさく

(減衰減衰減衰減衰
げんすい

対策対策対策対策
たいさく

) 

  騒音
そうおん

･振動
しんどう

の発生
はっせい

源
げん

を住 宅
じゅうたく

や学校
がっこう

など静穏
せいおん

を要
よう

する箇
か

所
しょ

から出
で

来
き

るだ

け離
はな

す方
ほう

法
ほう

 

（３）伝播
で ん ぱ

を遮断
しゃだん

することによる対策
たいさく

(遮断遮断遮断遮断
しゃだん

対策対策対策対策
たいさく

)))) 

        騒音
そうおん

・振動
しんどう

の伝播
で ん ぱ

経路
け い ろ

の中 間
ちゅうかん

に遮音壁
しゃおんへき

や防振
ぼうしん

溝
こう

を設置
せ っ ち

する方法
ほうほう

 

    

ⅣⅣⅣⅣ土土土土
つち

とととと岩岩岩岩
がん

のののの種類種類種類種類
しゅるい

とととと性質性質性質性質
せいしつ

    

        建設
けんせつ

機械
き か い

で施工
せ こ う

する時
とき

に取
と

り 扱
あつか

う材
ざい

料
りょう

は、主
しゅ

として天
てん

然
ねん

の土
つち

や岩
がん

です。土
つち

や岩
がん

は、

一
いっ

般
ぱん

に地
ち

域
いき

や場
ば

所
しょ

、自
し

然
ぜん

条
じょう

件
けん

等
など

によってその性
せい

質
しつ

が異
こと

なっているのが普
ふ

通
つう

です。従
したが

っ

て事
じ

前
ぜん

の土
ど

質
しつ

調
ちょう

査
さ

や試
し

験
けん

だけで、地
ぢ

山
やま

の性
せい

質
しつ

を完
かん

全
ぜん

にとらえることは困
こん

難
なん

です。土
ど

工
こう

を施
せ

工
こう

するにはこのようなことを 十
じゅう

分
ぶん

認
にん

識
しき

して、総
そう

合
ごう

的
てき

な見
けん

地
ち

から均
きん

衡
こう

のとれた調査
ちょうさ

、

設計
せっけい

、施工
せ こ う

を 行
おこな

っていくことが必
ひつ

要
よう

になります。土
ど

工
こう

を合
ごう

理
り

的
てき

・経済的
けいざいてき

に実
じっ

施
し

するう

えで、土
つち

の性
せい

質
しつ

の理
り

解
かい

が必
ひつ

要
よう

です。 

１１１１土土土土
つち

のののの性質性質性質性質
せいしつ

    

①①①①土土土土
つち

のののの種類種類種類種類
しゅるい
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土
つち

は岩石
がんせき

が細
こま

かい粒子
りゅうし

になったり、侵
しん

食
しょく

されたあと風
かぜ

や水
みず

で運
はこ

ばれて堆積
たいせき

したり

植 物
しょくぶつ

が腐
くさ

って集 積
しゅうせき

したり、火山
か ざ ん

灰
ばい

等
など

が堆積
たいせき

したりしてできたものです。 

土土土土
つち

のののの分分分分
ぶん

類類類類
るい

にはにはにはには、、、、種種種種々々々々
しゅじゅ

のののの方方方方
ほう

法法法法
ほう

がありますががありますががありますががありますが一一一一
いっ

般般般般
ぱん

にににに土土土土
ど

質質質質
しつ

材材材材
ざい

料料料料
りょう

とはとはとはとは、、、、土土土土
つち

をををを構構構構
こう

成成成成
せい

するするするする材材材材
ざい

料料料料
りょう

のうちのうちのうちのうち土土土土
ど

粒粒粒粒
りゅう

子子子子
し

のののの 粒粒粒粒
りゅう

径径径径
けい

がががが 75mm75mm75mm75mm未満未満未満未満
み ま ん

のものをいいますのものをいいますのものをいいますのものをいいます。。。。この土
つち

を構
こう

成
せい

する 粒
りゅう

径
けい

からの

土
つち

の呼
よ

び名
な

は下
か

図
ず

のように区
く

分
ぶん

されています。 

       5μm   75μm     425μm     2mm    4.75mm   19mm   75mm 

       

細
さい

 砂
さ

 粗
そ

 砂
さ

 細
さい

礫
れき

 中
ちゅう

礫
れき

 粗
そ

礫
れき

 粘土
ね ん ど

 シルト
し る と

 

砂
すな

 礫
れき

 

粒
りゅう

径
けい

区
く

分
ぶん

とその呼
よ

び名
な

 

 ②②②②土土土土
つち

のののの構成構成構成構成
こうせい

    

土
つち

は土
ど

粒
りゅう

子
し

が骨
こっ

格
かく

となって形
けい

成
せい

されていますが、土
ど

粒子
りゅうし

と土
ど

粒子
りゅうし

の間隙
かんげき

には、空
くう

気
き

や水
みず

等
など

が満
み

たされていて、土
つち

を形成
けいせい

する土
ど

粒子
りゅうし

が同
おな

じであっても間隙中
かんげきちゅう

の空気
く う き

と

水
みず

の関係
かんけい

によって土
つち

の性質
せいしつ

は異
こと

なってきます。 

   下図
か ず

は土
つち

を構成
こうせい

している土
ど

粒子
りゅうし

、水
みず

及
およ

び空気
く う き

を体積
たいせき

重 量
じゅうりょう

別
べつ

に模式化
も し き か

して示
しめ

した

ものです。  
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 ③③③③土土土土
つち

のののの状 態状 態状 態状 態
じょうたい

をををを 表表表表
あらわ

すすすす主主主主
おも

なななな用語用語用語用語
よ う ご

    

ⅰ）密度密度密度密度
み つ ど

・・・・乾燥
かんそう

密度
み つ ど

・湿 潤
しつじゅん

密度
み つ ど

 

ⅱⅱⅱⅱ））））含水比含水比含水比含水比
がんすいひ

・・・・・・・・土土土土
つち

にににに含含含含
ふく

まれているまれているまれているまれている水分水分水分水分
すいぶん

がががが土土土土
つち

のののの乾燥乾燥乾燥乾燥
かんそう

質 量質 量質 量質 量
しつりょう

にににに対対対対
たい

してどのしてどのしてどのしてどの程程程程
てい

度度度度
ど

かをかをかをかを百分率百分率百分率百分率
ひゃくぶんりつ

（％）（％）（％）（％）でででで 表表表表
あらわ

しますしますしますします。。。。    

ⅲ）間隙比間隙比間隙比間隙比
かんげきひ

・・間隙
かんげき

の体積
たいせき

（空気
く う き

の体積
たいせき

＋水
みず

の体積
たいせき

）と土
ど

粒子
りゅうし

だけの体積
たいせき

との比
ひ

です。 

ⅳ）土土土土
つち

のののの飽和度飽和度飽和度飽和度
ほ う わ ど

・・土
つち

の間隙中
かんげきちゅう

の水
みず

がどの程度
て い ど

間隙
かんげき

を満
み

たしているかを百分率
ひゃくぶんりつ

 

（％）で 表
あらわ

したものです。 

ⅴ）土土土土
つち

のののの液性液性液性液性
えきせい

限界限界限界限界
げんかい

及及及及
およ

びびびび塑性塑性塑性塑性
そ せ い

限界限界限界限界
げんかい

・・細
こま

かい土
ど

粒
りゅう

子
し

の土
つち

は含
がん

水
すい

比
ひ

の 状
じょう

態
たい

によって性
せい

質
しつ

が変
かわ

わります。水
みず

の 量
りょう

が少
すく

ないと粘
ねん

着
ちゃく

力
りょく

が弱
よわ

いが、適
てき

当
とう

に水
みず

を含
ふく

むと粘
ねん

性
せい

が出
で

て

可
か

塑
そ

性
せい

をもち、更
さら

に水
みず

の 量
りょう

が増
ま

すと 流
りゅう

動
どう

性
せい

が大
おお

きくなって液
えき

性
せい

になります。この

ように粘
ねん

性
せい

がある程
てい

度
ど

でてくるときの含
がん

水
すい

比
ひ

を塑
そ

性
せい

限
げん

界
かい

といい、液
えき

性
せい

を示
しめ

す時
とき

の含
がん

水
すい

比
ひ

を液
えき

性
せい

限
げん

界
かい

といっています。これらの 値
あたい

は主
しゅ

として、粘
ねん

性
せい

土
ど

の含
がん

水
すい

状
じょう

態
たい

と土
つち

の

性
せい

質
しつ

を関
かん

連
れん

づけるのに用
もち

いられます。 

ⅵ）せんせんせんせん断断断断
だん

強強強強
つよ

ささささ・・土
つち

を構
こう

成
せい

している土
ど

粒
りゅう

子
し

の 粒
りゅう

子
し

間
かん

のからみ合
あ

いや摩
ま

擦
さつ

による内
ない

部
ぶ

摩
ま

擦
さつ

力
りょく

と、粒
りゅう

子
し

をお互
たが

いに蜜
みつ

着
ちゃく

させている粘
ねん

着
ちゃく

力
りょく

との２つの部
ぶ

分
ぶん

からなって

いると 考
かんが

えられています。砂
すな

では内
ない

部
ぶ

摩
ま

擦
さつ

力
りょく

が大
おお

きく、粘
ねん

土
ど

では、粘
ねん

着
ちゃく

力
りょく

が大
おお

き

く、普
ふ

通
つう

の土
つち

ではその 中
ちゅう

間
かん

の性
せい

質
しつ

を示
しめ

します。 

ⅶ）透透透透
とう

水水水水
すい

性性性性
せい

・・水
みず

は一
いっ

般
ぱん

的
てき

には土
ど

粒
りゅう

子
し

表 面
ひょうめん

に付
ふ

着
ちゃく

しているものですが、水
すい

分
ぶん

の 量
りょう

が多
おお

くなると土
ど

粒
りゅう

子
し

間
かん

の間
かん

隙
げき

を空
くう

気
き

に置
お

き換
か

わって占
し

めるようになり 粒
りゅう

子
し

間
かん

を流
なが
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れるようになります。このような現 象
げんしょう

を土
つち

の透水
とうすい

といいます。 

ⅷ）地地地地
じ

盤盤盤盤
ばん

のののの支支支支
し

持持持持
じ

力力力力
りょく

・・地
じ

盤
ばん

には、上
うえ

に乗
の

る荷
か

重
じゅう

に耐
た

えられる限
げん

度
ど

があります、この

限
げん

度
ど

を超
こ

えると地
じ

盤
ばん

が破
は

壊
かい

し、構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

が 傾
かたむ

いたり、沈
しず

んだりしてその機
き

能
のう

や安
あん

定
てい

が

失
うしな

われます。地
じ

盤
ばん

の支
し

持
じ

力
りょく

は、土
つち

の硬
こう

軟
なん

や締
しま

り具
ぐ

合
あい

を知
し

るために 行
おこな

われる 標
ひょう

準
じゅん

貫
かん

入
にゅう

試
し

験
けん

によって求
もと

められるＮ
えぬ

値
ち

を使
つか

って地
じ

盤
ばん

の許
きょ

容
よう

支
し

持
じ

力
りょく

を推
すい

定
てい

出
で

来
き

ます。 

Ｎ
えぬ

値
ち

と土
つち

の 状
じょう

態
たい

の関
かん

係
けい

 

砂
すな

 粘
ねん

     土
ど

 

Ｎ
えぬ

 値
ち

 
 

地盤
じ ば ん

の状 態
じょうたい

 Ｎ
えぬ

 値
ち

 地盤
じ ば ん

の状 態
じょうたい

 

10以下 

10~30 

30~50 

 

 

 ゆるい 

ふつう 

かたい 

2以下 

2~4 

4~8 

8~15 

15~30 

30以上 

ひじょうにやわらかい 

やわらかい 

ふつう 

ややかたい 

かたい 

ひじょうにかたい 

 

 

＊ サウンデイング
さ う ん で ぃ ん ぐ

は、ロッド
ろ っ ど

に抵抗体
ていこうたい

を付
つ

けて土中
どちゅう

に貫 入
かんにゅう

、回転
かいてん

、引
ひ

き抜
ぬ

き等
など

の

荷重
かじゅう

をかけて、その際
さい

の地盤
じ ば ん

抵抗
ていこう

から地表面下
ちひょうめんか

の土
つち

の性 状
せいじょう

を調査
ちょうさ

する方法
ほうほう

で、

代表的
だいひょうてき

な試験
し け ん

として下
か

記
き

に示
しめ

す試
し

験
けん

があります。 

 

①①①① 標 準標 準標 準標 準
ひょうじゅん

貫貫貫貫
かん

入入入入
にゅう

試験試験試験試験
し け ん

    

ボウリング
ぼ う り ん ぐ

と併用
へいよう

して実施
じ っ し

されるもので 63.5±0.5kg

のハンマ
は ん ま

を 76±1cm自
じ

由
ゆう

落
らっ

下
か

させ、ロ
ろ

ッ
っ

ド
ど

の先
せん

端
たん

に取
と
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り付
つ

けた 標
ひょう

準
じゅん

貫
かん

入
にゅう

試
し

験
けん

用
よう

サ
さ

ン
ん

プ
ぷ

ラ
ら

ー
ー

を 30cm打
うち

込
こ

むのに要
よう

する打
だ

撃
げき

回
かい

数
すう

をN
えぬ

値
ち

と

して 表
あらわ

すもので、これにより土
つち

の硬軟
こうなん

や地層
ち そ う

の判別
はんべつ

をすることができます。 

②②②②ポポポポ
ぽ

ーーーー
ー

タタタタ
た

ブブブブ
ぶ

ルルルル
る

ココココ
こ

ーーーー
ー

ンンンン
ん

標標標標
ひょう

準準準準
じゅん

貫貫貫貫
かん

入入入入
にゅう

試試試試
し

験験験験
けん

   

円推形
えんすいけい

のコーン
こ ー ん

を 1cm／sec の速
はや

さで

土中
どちゅう

に貫 入
かんにゅう

させ、そのときの貫 入
かんにゅう

抵抗
ていこう

からコー
こ ー

ン
ん

指
し

数
すう

(単
たん

位
い

面
めん

積
せき

当
あ

たりの貫
かん

入
にゅう

荷
か

重
じゅう

)を求
もと

める試験
し け ん

です。この試験
し け ん

は

施工
せ こ う

機械
き か い

のトラフィ
と ら ふ ぃ

カビリティー
か び り て ぃ ー

の判定
はんてい

や施工
せ こ う

管理
か ん り

、あるいは軟
なん

弱
じゃく

地
じ

盤
ばん

の比
ひ

較
かく

的
てき

浅
あさ

い層
そう

の土
ど

質
しつ

調
ちょう

査
さ

などに用
もち

いられます。   

   機械
き か い

が同一
どういつ

わだちを数回
すうかい

走行
そうこう

可能
か の う

な場合
ば あ い

、コーン
こ ー ん

指
し

数
すう

の小
ちい

さい機
き

種
しゅ

ほど軟
なん

盤
ばん

での

走
そう

行
こう

に適
てき

していることを意
い

味
み

しています。 

建設建設建設建設
けんせつ

機械機械機械機械
き か い

のののの走行走行走行走行
そうこう

にににに必要必要必要必要
ひつよう

ななななコーンコーンコーンコーン
こ ー ん

指数指数指数指数
し す う

    

建設
けんせつ

機械
き か い

の種類
しゅるい

 コーン
こ ー ん

指数
し す う

qc 

（kgf／c ㎡） 

建設機械
けんせつきかい

の接地圧
せっちあつ

 

（kgf／c ㎡） 

超湿地
ちょうしっち

ブルドーザ
ぶ る ど ー ざ

 2以上 0.15~0.23 

湿地
し っ ち

ブルドーザ
ぶ る ど ー ざ

 3 〃 0.22~0.43 

普通
ふ つ う

ブルドーザ
ぶ る ど ー ざ

（13~16TON級
きゅう

程度
て い ど

） 5 〃 0.5~0.60 

普通
ふ つ う

ブルドーザ
ぶ る ど ー ざ

（24~26TON級
きゅう

程度
て い ど

） 7 〃 0.60~1.00 

被
ひ

牽引式
けんいんしき

スクレーパ
す く れ ー ぱ

 7 〃 1.30~1.40 
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モータスクレーパ
も ー た す く れ ー ぱ

（小型
こ が た

） 10 〃 4.0~4.50 

ダンプトラック
だ ん ぷ と ら っ く

 12 〃 3.50~5.50 

２２２２岩岩岩岩
がん

のののの種類種類種類種類
しゅるい

とととと性質性質性質性質
せいしつ

 

 ⅰ）岩
がん

の種類
しゅるい

と特 徴
とくちょう

・・岩石
がんせき

は地球
ちきゅう

の大部分
だいぶぶん

を構成
こうせい

しています。そのそのそのその生成生成生成生成
せいせい

のののの条 件条 件条 件条 件
じょうけん

にににに

よりよりよりより    ①①①①火成岩火成岩火成岩火成岩
かせいがん

    ②②②②堆積岩堆積岩堆積岩堆積岩
たいせきがん

    ③③③③変成岩変成岩変成岩変成岩
へんせいがん

にわけられますにわけられますにわけられますにわけられます。。。。    

① 火成岩火成岩火成岩火成岩
かせいがん

は、地下
ち か

の深部
し ん ぶ

（数
すう

ｋｍ~数
すう

十
じゅう

ｋｍ）の高温
こうおん

（700℃~1,500℃）のマグマ
ま ぐ ま

が

地球
ちきゅう

の内部
な い ぶ

より墳 出
ふんしゅつ

し、冷 却
れいきゃく

され固
こ

結
けつ

してできたものです。（代表的
だいひょうてき

な岩石
がんせき

は

花崗岩
かこうがん

、玄武岩
げんぶがん

、ひん岩
がん

等
など

です。） 

② 堆積岩堆積岩堆積岩堆積岩
たいせきがん

（水成岩
すいせいがん

ともいう）は、岩石
がんせき

が風化
ふ う か

あるいは浸 食
しんしょく

の作用
さ よ う

により細粒化
さいりゅうか

した

ものや生物
せいぶつ

の遺骸
い が い

や火山
か ざ ん

灰
ばい

等
など

が、長
なが

い年月
ねんげつ

をかけて地表上
ちひょうじょう

又
また

は水底
みずそこ

に堆積
たいせき

して固
かた

まったものです。（代表的
だいひょうてき

な岩石
がんせき

は礫岩
れきがん

、砂岩
さ が ん

、泥岩
でいがん

、頁岩
けつがん

、疑
ぎょう

灰岩
かいがん

、石灰岩
せっかいがん

等
など

です。） 

③ 変成岩変成岩変成岩変成岩
へんせいがん

は、火成岩
かせいがん

や堆積岩
たいせきがん

が、マグマ
ま ぐ ま

の墳
ふん

出
しゅつ

によって 強 力
きょうりょく

な熱
ねつ

作
さ

用
よう

を受
う

けたり、

地
ち

殻
かく

の変
へん

動
どう

によって 強
きょう

大
だい

な圧
あつ

力
りょく

の作用
さ よ う

を受
う

けたりして、その成
せい

分
ぶん

、構
こう

成
せい

、組
そ

織
しき

等
など

が変
へん

化
か

したものです。（代表的
だいひょうてき

な岩石
がんせき

は大理石
だいりせき

、片
へん

麻岩
ま が ん

等
など

です。） 

 ⅱ）岩
がん

石
せき

の硬
かた

さと 強
きょう

度
ど

・・岩
がん

石
せき

の硬
かた

さとは、その変
へん

形
けい

のしやすさ、あるいは 難
むずか

しさ

をあらわすものです。岩
がん

石
せき

は、大
おお

きな 力
ちから

を加
くわ

えても変
へん

形
けい

がほとんどあらわれず、あ

る限
げん

界
かい

を超
こ

えると突
とつ

然
ぜん

急
きゅう

激
げき

に壊
こわ

れます。このような特
とく

徴
ちょう

をもつ岩
がん

石
せき

の強
つよ

さには、圧
あっ

縮
しゅく

強
きょう

度
ど

、引
ひっ

張
ぱ

り 強
きょう

度
ど

、せん断
だん

強
きょう

度
ど

等
など

があります。 
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 iii）圧
あっ

縮
しゅく

強
きょう

度
ど

・・一
いっ

定
てい

の大
おお

きさの岩
がん

石
せき

に一
いっ

定
てい

の速
そく

度
ど

で荷
か

重
じゅう

をかけていき、割
わ

れを 生
しょう

ずるときの荷
か

重
じゅう

を岩
がん

石
せき

の底
てい

面
めん

積
せき

で割
わ

ったものです。（ｋｇｆ／c ㎡あらわします） 

圧
あっ

縮
しゅく

強
きょう

度
ど

は 100ｋｇｆ／ｃ㎡程度
て い ど

から 2~3000ｋｇｆ／ｃ㎡程度
て い ど

迄
まで

あります。 

 

分類
ぶんるい

 圧 縮
あっしゅく

強度
きょうど

 

ｋｇｆ／ｃ㎡ 

弾性波
だんせいは

速度
そ く ど

 

ｋｍ／秒 

岩
がん

  種
しゅ

  例
れい

 

軟岩
なんがん

 100以下
い か

 1.5以下
い か

 第
だい

３紀
き

の泥
でい

質
しつ

岩
がん

、砂
さ

岩
がん

の一
いち

部
ぶ

 

中
ちゅう

硬
こう

岩
がん

 

硬岩
こうがん

 

100~500 

500~1500 

1.5~3.0 

3.0~5.0 

第
だい

３紀
き

堆
たい

積
せき

岩
がん

の大
たい

半
はん

 

中
ちゅう

・古生代
こせいだい

の堆積岩
たいせきがん

 

火成岩
かせいがん

・変成岩
へんせいがん

の大半
たいはん

 

 

超硬岩
ちょうこうがん

 

 

1500以上
いじょう

 

 

5.0以上
いじょう

 

チャート
ち ゃ ー と

硬
こう

砂岩
さ が ん

･斑
はん

れい岩
がん

の一
いち

部
ぶ

、輝
こう

緑
りょく

岩
がん

などの火成岩
かせいがん

の一部
い ち ぶ

、片
へん

麻岩
ま が ん

、

石英
せきえい

片岩
へんがん

等
など

 

なお、岩
がん

石
せき

の比
ひ

重
じゅう

は、岩
がん

石
せき

の重
おも

さとその岩
がん

石
せき

と同
どう

体
たい

積
せき

の水
みず

の重
おも

さの比
ひ

で、一
いっ

般
ぱん

的
てき

な比
ひ

重
じゅう

の 値
あたい

としては、火
か

成
せい

岩
がん

で 2.2~3.0堆積岩
たいせきがん

で 1.9~2.7変成岩
へんせいがん

で 2.4~3.2 です。 

 

 ３３３３岩盤岩盤岩盤岩盤
がんばん

のののの性質性質性質性質
せいしつ

    

岩
がん

盤
ばん

（岩
がん

石
せき

の 集
しゅう

合
ごう

体
たい

）は、岩
がん

盤
ばん

を構
こう

成
せい

する岩
がん

石
せき

や地
ち

質
しつ

構
こう

造
ぞう

の反
はん

映
えい

として大 小
だいしょう

様々
さまざま

な規模
き ぼ

の特有
とくゆう

の組織
そ し き

・構造
こうぞう

を持
も

っています。代表的
だいひょうてき

な岩盤
がんばん

に見
み

られる特
とく

徴
ちょう

として  

①断層
だんそう

と破砕帯
はさいたい

 ②節理
せ つ り

 ③風化
ふ う か

 ④ 褶 曲
しゅうきょく

があります。 
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４４４４土土土土
つち

とととと岩岩岩岩
がん

のののの変変変変
へん

化化化化
か

    

土
つち

の構成
こうせい

は、土
ど

粒子
りゅうし

、水
みず

および空気
く う き

でなっています。従
したが

って、地
ぢ

山
やま

の土
つち

を掘
ほ

り起
お

こしてほぐしたときの土
つち

の体
たい

積
せき

と、ほぐした土
つち

を締
し

め固
かた

めたときの体
たい

積
せき

はそれぞれ

異
こと

なります。掘
ほ

り起
お

こした土
つち

の体
たい

積
せき

と地
ぢ

山
やま

の土
つち

の体
たい

積
せき

の比
ひ

を「掘削
くっさく

による土量
どりょう

の

変化率
へんかりつ

」といい、「Ｌ
える

」で 表
あらわ

します。一方
いっぽう

、ほぐした土
つち

を締
し

め固
かた

めたときの土
つち

の体
たい

積
せき

との比
ひ

を「締
し

め固
かた

めによる土
ど

量
りょう

の変化率
へんかりつ

」といい「Ｃ
しー

」で 表
あらわ

します。 

 

   

  Ｌ
える

（掘削
くっさく

による土量
どりょう

の変化率
へんかりつ

）＝ 

 

 

  Ｃ
しー

（締
しめ

固
かた

めによる土量
どりょう

の変化率
へんかりつ

）＝   

               

 

「「「「土量土量土量土量
どりょう

のののの変化率変化率変化率変化率
へんかりつ

」」」」はははは土質土質土質土質
ど し つ

によりによりによりにより異異異異
こと

なりなりなりなり、、、、一般一般一般一般
いっぱん

にににに岩石岩石岩石岩石
がんせき

、、、、粘性土粘性土粘性土粘性土
ねんせいど

、、、、砂質土砂質土砂質土砂質土
さ し つ ど

、、、、砂砂砂砂
すな

のののの 順順順順
じゅん

にににに    

小小小小
ちい

さくなりさくなりさくなりさくなり土土土土
つち

のののの運搬運搬運搬運搬
うんぱん

計画計画計画計画
けいかく

にににに用用用用
もち

いられますいられますいられますいられます。。。。又
また

、「土量
どりょう

の変化
へ ん か

率
りつ

Ｃ
しー

」は砂
すな

よりも粒子
りゅうし

が

小
ちい

さい土
つち

では１以下
い か

となり、土
つち

の分
ぶん

配
ぱい

計
けい

画
かく

を立
た

てるときに用
もち

いられます。 

 

 

 

 

 

土土土土
ど

量量量量
りょう

のののの変化率表変化率表変化率表変化率表
へんかりつひょう

    

ほぐした土
つち

の体積
たいせき

（㎥） 

締
し

め固
かた

めた土
つち

の体積
たいせき

（㎥） 

地山
ぢ や ま

の土
つち

の体積
たいせき

（㎥）

地山
ぢ や ま

の土
つち

の体積
たいせき

（㎥）
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名
めい

 称
しょう

 Ｌ
える

 Ｃ
しー

 

硬
こう

      岩
がん

 
1,65~2,00 1,30~1,50 

中
ちゅう

  硬
こう

   岩
がん

 
1,50~1,70 1,20~1,40 

軟
なん

      岩
がん

 
1,30~1,70 1,00~1,30 

岩
がん

または石
いし

 

岩
がん

 塊
かい

 ・ 玉
たま

 石
いし

 
1,10~1,20 0,95~1,05 

礫
れき

 
1,10~120 0,85~1,05 

硬
こう

  質
しつ

  土
ど

 
1,10~1,30 0,85~1,00 

礫
れき

まじり土
ど

 

固結
こけつ

した硬質土
こうしつど

 
1,25~1,45 1,10~1,30 

砂
すな

 
1,10~1,20 0,85~0,95 

砂
すな

 

岩
がん

塊
かい

･玉
たま

石
いし

まじり砂
すな

 
1,15~1,20 0,95~1,00 

砂
さ

  質
しつ

  土
ど

 
1,20~1,30 0,85~0,95 

普
ふ

 通
つう

 土
ど

 

岩
がん

塊
かい

・玉
たま

石
いし

まじり砂
さ

質
しつ

土
ど

 
1,40~1,45 0,95~1,00 

粘
ねん

  性
せい

  土
ど

 
1,20~1,45 0,85~0,95 

礫
れき

まじり粘
ねん

性
せい

土
ど

 
1,30~1,40 0,90~1,00 

粘性土
ねんせいど

等
など

 

岩
がん

塊
かい

・玉石
たまいし

まじり粘性土
ねんせいど

 
1,40~1,45 0,90~1,00 

※土質
どしつ

別
べつ

の平均
へいきん

変化率
へんかりつ

の目安
めやす

を示
しめ

したものです 
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５５５５土土土土
つち

、、、、岩岩岩岩
がん

のののの締締締締
しめ

固固固固
かた

めめめめ 

締
しめ

固
かた

めに用
もち

いられる締
しめ

固
かた

め機
き

械
かい

の分
ぶん

類
るい

には、種
しゅ

々
じゅ

の方
ほう

法
ほう

がありますが、ロ
ろ

ー
ー

ラ
ら

を選
せん

定
てい

するにあたっては、締
しめ

固
かた

めるべき材
ざい

料
りょう

の性
せい

質
しつ

、地
ち

形
けい

、作
さ

業
ぎょう

の種
しゅ

類
るい

などを 十
じゅう

分
ぶん

検
けん

討
とう

して決
き

める必
ひつ

要
よう

があります。振動振動振動振動
しんどう

ローラローラローラローラ
ろ ー ら

はははは岩塊岩塊岩塊岩塊
がんかい

やややや岩片岩片岩片岩片
がんぺん

がががが 混 入混 入混 入混 入
こんにゅう

したしたしたした粘性土粘性土粘性土粘性土
ねんせいど

ではではではでは

スリップスリップスリップスリップ
す り っ ぷ

によるによるによるによる走行不能走行不能走行不能走行不能
そうこうふのう

にににになりやすいですなりやすいですなりやすいですなりやすいです。。。。下
か

記
き

の 表
ひょう

は土
つち

又
また

は材
ざい

料
りょう

に応
おう

じたロ
ろ

ー
ー

ラ
ら

を示
しめ

してあります。 

 

○：有効
ゆうこう

に使用
し よ う

できます  △：使用
し よ う

に当
あ

たって検討
けんとう

を要
よう

します  ×：不適当
ふ て きと う

です 

締
し

め固
かた

める土
つち

又
また

は 

材
ざい

料
りょう

の名
めい

称
しょう

 

ロード
ろ ー ど

・ 

ローラ
ろ ー ら

 

タイヤ
た い や

・ 

ローラ
ろ ー ら

 

タンピング
た ん ぴ ん ぐ

・ 

ローラ
ろ ー ら

 

振
しん

 動
どう

 

ローラ
ろ ー ら

 

ハンド
は ん ど

ガイド式
が い ど し き

 

ローラ
ろ ー ら

 

岩
がん

塊
かい

・玉石
たまいし

 
○ △ × ○ × 

砂
すな

 
△ ○ △ ○ ○ 

砂
さ

 質
しつ

 土
ど

 
○ ○ ○ ○ ○ 

粘
ねん

   土
ど

 
△ ○ ○ × × 

非常
ひじょう

にやわらかい粘土
ね ん ど

 
× × × × × 

礫
れき

まじり粘
ねん

土
ど

 
△ ○ ○ △ × 

砕
さい

   石
せき

 
○ △ × ○ ○ 

路
ろ

 盤
ばん

 材
ざい

 料
りょう

 
○ ○ × ○ ○ 

アスファルト
あ す ふ ぁ る と

舗装
ほ そ う

 
○ ○ × ○ ○ 



（専門級 改訂１） 

25/32 

(社)日本建設機械化協会 

６６６６岩石岩石岩石岩石
がんせき

のののの爆砕後爆砕後爆砕後爆砕後
ばくさいご

のののの上上上上
うえ

をををを建設建設建設建設
けんせつ

機械機械機械機械
き か い

がががが通過通過通過通過
つ う か

したりしたりしたりしたり 障障障障
しょう

害害害害
がい

物物物物
ぶつ

をををを乗乗乗乗
の

りりりり越越越越
こ

えるえるえるえる時時時時
とき

のののの 注注注注
ちゅう

意意意意
い

事事事事
じ

項項項項
こう

       

岩
がん

石
せき

や岩
がん

盤
ばん

を発
はっ

破
ぱ

により砕
くだ

いた場
ば

所
しょ

を 直
ちょく

接
せつ

上
じょう

部
ぶ

に向
む

かって登
のぼ

るときは岩
がん

石
せき

が緩
ゆる

ん

でいて危
き

険
けん

な 状
じょう

態
たい

に有
あ

るので細
さい

心
しん

の 注
ちゅう

意
い

をしながら登
のぼ

る必
ひつ

要
よう

が有
あ

ります。登
のぼ

る際
さい

は

出
で

来
き

る限
かぎ

り、崩
くず

れた面
めん

にたいして 直
ちょっ

角
かく

方
ほう

向
こう

に登
のぼ

るようにします。ブレード
ぶ れ ー ど

により岩
がん

石
せき

を均
なら

しながら登
のぼ

るようにしてください。斜
なな

め方
ほう

向
こう

に上
のぼ

った場
ば

合
あい

に、履
り

帯
たい

に砕
くだ

かれた岩
がん

や

石
いし

等
など

を噛
か

みこんだり挟
はさ

まったりして履
り

帯
たい

が外
はず

れることがあります。また、障害物障害物障害物障害物
しょうがいぶつ

等等等等
など

のののの

上上上上
うえ

をををを乗乗乗乗
の

りりりり越越越越
こ

えるえるえるえる時時時時
とき

もももも同様同様同様同様
どうよう

にににに、、、、転倒転倒転倒転倒
てんとう

にににに注意注意注意注意
ちゅうい

しししし速速速速
そく

度度度度
ど

をををを落落落落
お

としとしとしとし慎慎慎慎
しん

重重重重
ちょう

にににに走走走走
そう

行行行行
こう

することがすることがすることがすることが必必必必
ひつ

要要要要
よう

でででで

すすすす。。。。    
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参考参考参考参考
さんこう

資料資料資料資料
しりょう

                掘削掘削掘削掘削
くっさく

のののの各作業各作業各作業各作業
かくさぎょう

にににに適適適適
てき

したしたしたした建設建設建設建設
けんせつ

機械機械機械機械
き か い

                    （（（（参考参考参考参考
さんこう

１１１１））））    

掘削掘削掘削掘削
くっさく

作業作業作業作業
さぎょう

のののの種類種類種類種類
しゅるい

    作作作作
さ

    業業業業
ぎょう

    にににに    適適適適
てき

    しししし    たたたた    機機機機
き

    械械械械
かい

    

削
さく

土
ど

 

掘
くっ

削
さく

積
つみ

込
こみ

 

掘
くっ

削
さく

運
うん

搬
ぱん

 

掘
くっ

削
さく

 

 

 

積
つみ

込
こみ

 

埋
うめ

戻
もどし

 

溝
みぞ

堀
ほり

 

そ の 他
た

 

ブルドーザ
ぶ る ど ー ざ

、モータグレーダ
も ー た ぐ れ ー だ

 

ショベル
し ょ べ る

系
けい

掘削機
くっさくき

、トラクタショベル
と ら く た し ょ べ る

 

ブルドーザ
ぶ る ど ー ざ

、スクレーパ
す く れ ー ぱ

、トラクタショベル
と ら く た し ょ べ る

 

ショベル
し ょ べ る

系
けい

掘削機
くっさくき

、トラクタショベル
と ら く た し ょ べ る

、ブルドーザ
ぶ る ど ー ざ

 

油圧
ゆ あ つ

リッパ
り っ ぱ

 

ショベル
し ょ べ る

系
けい

掘削機
くっさくき

、トラクタショベル
と ら く た し ょ べ る

 

ブルドーザ
ぶ る ど ー ざ

 

ショベル
し ょ べ る

系
けい

掘削機
くっさくき

、モータグレーダ
も ー た ぐ れ ー だ

、トレンチャ
と れ ん ち ゃ

 

トンネル
と ん ね る

掘削機
くっさくき

、削岩機
さくがんき

、アースオーガ
あ ー す お ー が
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    掘削掘削掘削掘削
くっさく

機械機械機械機械
き か い

とととと土砂土砂土砂土砂
ど し ゃ

運搬運搬運搬運搬
うんぱん

距離距離距離距離
き ょ り

のののの関係関係関係関係
かんけい

                （（（（参考参考参考参考
さんこう

２２２２））））    

運運運運
うん

    搬搬搬搬
ぱん

    機機機機
き

    械械械械
かい

    のののの    種種種種
しゅ

    類類類類
るい

    適応適応適応適応
てきおう

するするするする運搬運搬運搬運搬
うんぱん

距離距離距離距離
き ょ り

    

 ブルドーザ
ぶ る ど ー ざ

 60ｍ以下
い か

 

 スクレープドーザ
す く れ ー ぷ ど ー ざ

 40~250ｍ 

 牽引式
けんいんしき

スクレーパ
す く れ ー ぱ

 60~400ｍ 

 自走式
じそうしき

スクレーパ
す く れ ー ぱ

（モータスクレーパ
も ー た す く れ ー ぱ

） 200~1200ｍ 

ホイルローダ
ほ い る ろ ー だ

       ダンプトラック
だ ん ぷ と ら っ く

 

トラクタショベル
と ら く た し ょ べ る

    不整地
ふ せ い ち

運搬車
うんぱんしゃ

 

100ｍ以上
いじょう

 

注
ちゅう

）①トラクタショベル
と ら く た し ょ べ る

を 100ｍ以下
い か

の土砂
ど し ゃ

運搬
うんぱん

に使用
し よ う

する場合
ば あ い

もあります。 

② 運搬
うんぱん

距離
き ょ り

が 60~100 ｍ 程度
て い ど

の 場合
ば あ い

は 、 ブルドーザ
ぶ る ど ー ざ

と ダンプトラッ
だ ん ぷ と ら っ

    

ク
く

、不整地
ふ せ い ち

運
うん

搬
ぱん

車
しゃ

等
など

の組
く

み合
あ

わせを作業場
さぎょうば

の条 件
じょうけん

を考慮
こうりょ

し、比較
ひ か く

検討
けんとう

して

使用
し よ う

します。 

 

        土砂土砂土砂土砂
ど し ゃ

のののの 標 準標 準標 準標 準
ひょうじゅん

質 量 表質 量 表質 量 表質 量 表
しつりょうひょう

（TON／㎥）     ((((参考参考参考参考
さんこう

３３３３))))    

土土土土
ど

質質質質
しつ

    乾燥乾燥乾燥乾燥
かんそう

しているものしているものしているものしているもの    湿気湿気湿気湿気
しっけ

のあるもののあるもののあるもののあるもの    水水水水
すい

分分分分
ぶん

がががが多多多多
おお

いものいものいものいもの    

粘
ねん

土
ど

 1.2~1.7 1.7~1.8 1.8~1.9 

砂
すな

 1.5~1.7 1.7~1.8 1.8~2.0 

砂
じゃ

利
り

 1.5~1.8 1.7~1.8 1.8~1.9 

泥
どろ

 － － 1.8 
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NNNN
えぬ

値値値値
ち

とととと作業性作業性作業性作業性
さぎょうせい

           ((((参考参考参考参考
さんこう

４４４４－－－－１１１１))))    

 

NNNN
えぬ

値値値値
ち

    

砂質土砂質土砂質土砂質土
さ し つ ど

のののの

状 態状 態状 態状 態
じょうたい

    

油圧油圧油圧油圧
ゆあつ

ショベルショベルショベルショベル
し ょ べ る

のののの作業作業作業作業
さぎょう

程度程度程度程度
ていど

    

（（（（ 標標標標
ひょう

準準準準
じゅん

バケットバケットバケットバケット
ば け っ と

付付付付
つき

））））    

圧 縮圧 縮圧 縮圧 縮
あっしゅく

強度強度強度強度
きょうど

    

（Kpa） 

＜4 非常
ひじょう

にゆるい 0.45㎥ 級
きゅう

で容易
ようい

に掘
ほ

れます。 

掘削
くっさく

1回
かい

でバケット
ば け っ と

が一杯
いっぱい

になりま

す。 

＜98.0 

４～10 ゆるい 0.45㎥ 級
きゅう

では時間
じかん

がかかります。 

0.8㎥ 級
きゅう

では支障
ししょう

なく掘削
くっさく

1回
かい

で

バケット
ば け っ と

が一杯
いっぱい

になります。 

98.0~147.1 

10～30 中位
ちゅうい

の N
えぬ

値
ち

10～20；0.8㎥ 級
きゅう

では掘削
くっさく

1回
かい

でバケット
ば け っ と

に半分
はんぶん

入
はい

る程度
ていど

。 

N
えぬ

値
ち

20～30；1.2～1.6㎥ 級
きゅう

では掘削
くっさく

1回
かい

でバケット
ば け っ と

に半分
はんぶん

入
はい

る程度
ていど

。 

147.1~441.3 

30～50 密
みつ

な 1.2～1.6㎥ 級
きゅう

のバケット
ば け っ と

のツース
つ ー す

で

少
すこ

し掘
くっ

削
さく

出来
で き

る程度
ていど

。 

441.3~735.5 

 

＞50 非常
ひじょう

に密
みつ

な 1.6㎥ 級
きゅう

でもツース
つ ー す

によって破砕
はさい

し

た分
ぶん

だけが掘削
くっさく

できる程度
ていど

。 

＞735.5 
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NNNN
えぬ

値値値値
ち

とととと作業性作業性作業性作業性
さぎょうせい

           ((((参考参考参考参考
さんこう

４４４４－－－－２２２２))))    

NNNN
えぬ

値値値値
ち

    ＜＜＜＜2222    2222~~~~4444    4444~~~~8888    8888~~~~15151515    15151515~~~~30303030    ＞＞＞＞30303030    

粘土質土
ね ん ど し つ ど

の硬
かた

さ 

非
ひ

常
じょう

に

軟
やわ

らかい 

軟
やわ

らかい 中
ちゅう

位
くらい

 粘
ねば

り強
づよ

い 非
ひ

常
じょう

に粘
ねば

り強
づよ

い 

硬
かた

い 

    

建設建設建設建設
けんせつ

機機機機械械械械
き か い

のののの走行走行走行走行
そうこう

にににに必要必要必要必要
ひつよう

ななななコーンコーンコーンコーン
こ ー ん

指数指数指数指数
し す う

            （（（（参考参考参考参考
さんこう

５５５５））））    

建設建設建設建設
けんせつ

機械機械機械機械
き か い

のののの種類種類種類種類
しゅるい

    コーンコーンコーンコーン
こ ー ん

指数指数指数指数
し す う

qc 

KN／㎡(kgf／c㎡) 

建設建設建設建設
けんせつ

機械機械機械機械
き か い

のののの接地圧接地圧接地圧接地圧
せっちあつ

    

KN／㎡(kgf／c㎡) 

超湿地
ちょうしっち

ブルドーザ
ぶ る ど ー ざ

 200(2)以上
いじょう

 15~23（0.15~0.23） 

湿地
し っ ち

ブルドーザ
ぶ る ど ー ざ

 300(3)以上
いじょう

 22~43(0.22~0.43) 

普通
ふ つ う

ブルドーザ
ぶ る ど ー ざ

 

（15TON級
きゅう

程度
て い ど

） 

500(5)以上
いじょう

 50~60(0.50~0.60) 

普通
ふ つ う

ブルドーザ
ぶ る ど ー ざ

 

（21TON級
きゅう

程度
て い ど

） 

700(7)以上
いじょう

 60~100(0.6~1.00) 

スクレープドーザ
す く れ ー ぷ ど ー ざ

 600(6)以上
いじょう

 

(超湿地形
ちょうしっちけい

は 400(4)以上
いじょう

) 

41~56（0.41~0.56） 

  27(0.27) 

被
ひ

牽引式
けんいんしき

スクレーパ
す く れ ー ぱ

[小型
こ が た

] 700(7)以上
いじょう

 130~140(1.3~1.4) 

自走式
じそうしき

スクレーパ
す く れ ー ぱ

  [小型
こ が た

] 1000(10)以上
いじょう

 

 

400~450(4.0~4.5) 

ダンプトラック
だ ん ぷ と ら っ く

 1200(12)以上
いじょう

 350~550（3.5~5.5） 
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地地地地
ぢ

山山山山
やま

弾弾弾弾
だん

性性性性
せい

波波波波
は

速速速速
そく

度度度度
ど

ととととリリリリ
り

ッッッッ
っ

パパパパ
ぱ

装装装装
そう

置置置置
ち

付付付付
つき

ブブブブ
ぶ

ルルルル
る

ドドドド
ど

ーーーー
ー

ザザザザ
ざ

のののの規規規規
き

格格格格
かく

及及及及
およ

びびびびリリリリ
り

ッッッッ
つ

パパパパ
ぱ

のののの爪爪爪爪
つめ

数数数数
すう

    

                                                                                                                                （（（（参考参考参考参考
さんこう

６６６６））））    

地山地山地山地山
ぢ や ま

のののの弾性波弾性波弾性波弾性波
だんせいは

速度速度速度速度
そ く ど

    

（ｍ／sec） 

爪爪爪爪
つめ

        数数数数
すう

    適適適適
てき

            用用用用
よう

    

A群
ぐん

の岩
がん

  B群
ぐん

の岩
がん

 21TON級
きゅう

 32TON級
きゅう

 

600未満
み ま ん

  900未満
み ま ん

 ３本
ぼん

 ３本
ぼん

 

600以上
いじょう

~ 

1000未満
み ま ん

 

900以上
いじょう

~ 

1400未満
み ま ん

 

２本
ほん

 ３本
ほん

 

1000以上
いじょう

~ 

1400未満
み ま ん

 

1400以上
いじょう

~ 

1800未満
み ま ん

 

１本
ぽん

 ２本
ほん

 

    

1400以
い

上
じょう

~ 

1700未
み

満
まん

 

1800以上
いじょう

~ 

2100未満
み ま ん

 

― 1本
ぽん

 爆破
ば く は

掘削
くっさく

を 標 準
ひょうじゅん

とし、岩
がん

掘削量
くっさくりょう

の多
おお

い場合
ば あ い

、その

他
た

とくに理由
り ゆ う

のある場合
ば あ い

に 32TON 級
きゅう

１ 本
ぽん

爪
つめ

を

使用
し よ う

します。 

（（（（ 注注注注
ちゅう

））））A群
ぐん

の岩
がん

とは、頁岩
けつがん

、黒 色
こくしょく

片岩
へんがん

、 疑
ぎょう

灰岩
かいがん

、粘板岩
ねんばんがん

等
など

の比較的
ひかくてき

もろい岩
がん

。 

   B群
ぐん

の岩
がん

とは、砂岩
さ が ん

、花崗岩
かこうがん

、安
あん

山
ざん

岩
がん

、珪
けい

岩
がん

、片
へん

麻
ま

岩
がん

等
など

の比
ひ

較
かく

的
てき

硬
かた

い岩
がん
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